
新型コロナウイルスに負けず、頑張りましょう ！  
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  昨年６月の総会で挨拶する柳田会長 

昨年末から世界的に感染拡大が始まった新

型コロナウイルスは日本も例外ではなく、２

月以降は全国に拡がり危機的な状況を迎えて

います。その中で４月７日には政府から神奈

川県も含めた７都府県に１か月の「緊急事態

宣言」も発出され、人が集まる行事などにつ

いては自粛要請が行われています。また藤沢

市においては、市民利用会議室、市民活動推

進センター、公民館、市民の家、市民会館、

Ｆプレイスなど市民活動の場として利用され

ている施設が全て休館となりました。また「ふ

じさわ産業フェスタ」等の市主催事業も全て

中止となっている状況です。 

このため湘南日中でも、３月、４月、５月の

役員会を中止としたほか、日本語教室「かわ

せみ」、中国語教室、楽楽中国語サークル、

日中交流料理教室、中国文化懇話会などにつ

いては、当分の間お休みといたしました。 

また県日中においても、組織部会(2/28 茅

ケ崎)、理事会(3/24 横浜)をはじめ、講演会

等についても全て中止となっています。５月

２５日(月)には県日中総会が予定されていま

すが、今後の状況によっては変更となる可能

性もあります。 

今年度の総会については、６月２１日(日)

午後２時から市民会館(第２会議室)で開催を

予定しています。今回は「３蜜」を避けるた

め総会と講演会のみとし、その後の懇親会に

ついては行わないこととします。 

講演会の講師には、横浜華僑総会の元会長

で菜香新館など菜香グループの会長でもある

曽徳深さんにお願いしております。曽さんは

ご両親が広東省から来日した華僑の二世で

す。華僑と横浜中華街の歴史や日中文化交流

などについてお話をしていただく予定です。 

 

講演会の講師・曽徳深さん 

なお緊急事態宣

言の延長等により

会場が確保できな

い場合は、改めて

開催の可否につい

てご連絡したいと

思いますので、よ

ろしくご了承くだ

さい。 



                         
 
 
 前号でもお知らせしましたが２月に湘南日

中として藤沢市とともに昆明市にマスク(約１

万６千枚)を送りました。昆明市では藤沢市との

友好の証として大きな反響を呼び、柳田会長が

湘南日中を代表して現地のメディアからイン

タビューを受けました。 

 送られたマスクは昆明市紅十字会が受け入

れ、深刻なマスク不足にあった医療現場などで

有効に活用されたとのことです。私たちに感謝

状が届きましたので以下のコピーをご覧くだ

さい。 

 なお中国ではコロナ対策が国を挙げて取り

組まれた結果、感染状況が終息に向かっていま

す。工場での生産活動も平常に戻りつつある中

で、マスク等の医療品も出回り始めています。

この度昆明市からお返しの意味も含めて、藤沢

市に２万枚のマスクが送られてくることにな

りました。コロナ感染対策の第一線で戦ってい

る従事者に使っていただければと思います。 

 

(以下本文の抄訳) 

皆様こんにちは。昆明市は突如として新型コロナ

ウイルスに襲われ、非常に厳しい状況に直面してい

た時に、貴市に援助の手を差し伸べられ、昆明市の

医療従事者への防疫物資のご支援を頂き、我々の救

急活動と感染防疫に非常に役に立ちました。謹んで

心から感謝を表するとともに崇高な敬意を申し上

げます。昆明市はこれからも習近平総書記の感染防

疫についての重要指示を貫徹し、党中央、国務院、

省委員会及び省政府の政策決定を実行するため、寄

付された物資を昆明市の第一線で疫情と戦ってい

る医療従事者とその関係者に使わせていただきま

す。私たちはロジスティクスの管理と全体の力を合

わせて科学的な感染防止を徹底し、必ず新型コロナ

ウイルスを阻止することができると固く信じてお

ります。「苦境に遭って始めて真の友を知る」との

言葉があります。私たちは友好都市藤沢市の皆様の

昆明への誠意が込められたご支援を心に銘記いた

します。改めて感謝申し上げます。花が咲く春の季

節に、私たちは藤沢市民の皆様と一緒に「人類運命

共同体」の新たな１ページを記したいと思います。 

 

 
 

日本語教室「かわせみ」は役員の改選があり、

代表には時本忠さんに代わり成島眞壽さんが

新しい代表となりました。これまで８年間にわ

たり代表を務めてきた時本さん、大変お疲れさ

までした。 

 

 

３月と４月に４人の方が湘南日中の会員に

なりました。山田栄一郎さん、三嶋憲太さん、

施良さん、陳小娟さんです。「新鮮力」として

期待しています。 

 

  

 

 
 

事務局から 湘南日中ニュース第 20

号をお届けします。会場の確保できず事務局

は四苦八苦しています。先日もミナパークを

予約して安心していたところ、しばらくして

「休館になった」との連絡。万策尽きて中止

にしました。まさかこんな事態になるとは思

いもしませんでした。今はとにかくコロナ禍

を乗り越えるしかありません。ご自愛のほど。 

 


